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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 えんきん a 

機能性関与成分名 ルテイン・アスタキサンチン・シアニジン-3-グルコシ

ド・DHA 

表示しようとする

機能性 

本品にはルテイン・アスタキサンチン・シアニジン-3-グ

ルコシド・DHA が含まれます。本品は手元のピント調

節機能を助けると共に、目の使用による一時的な肩・首

筋への負担を和らげます。また、ルテインは光の刺激か

ら目を保護するとされる黄斑部の色素を増やすことや、

コントラスト感度が改善する（ぼやけの緩和によりはっ

きりと見る力を助ける）ことが報告されています。 

 

２．作用機序 

【ピント調節機能、肩・首筋への負担を和らげる】 

日常生活での目の使用とピント調節力の低下よる目への負担は、目の疲れを引き起こ

す。目の疲れは、さらなるピント調節力の低下を引き起こし一層目の負担を大きくする

悪循環となり、目の疲れ、肩こり、頭痛など関連する症状が生じることもある。 

目のピントは毛様体筋が収縮、弛緩し水晶体の厚さを変化させることで調節されてい

る。ピント調節機能の低下原因には、水晶体の弾力性の低下と、水晶体の厚みを調節す

る毛様体筋の筋力低下が関与していると考えられている。近くのものを見る際、毛様体

筋は収縮(緊張)するが、この状態が長く続くと疲労が蓄積して血流が滞り、様々な症状

を引き起こす。毛様体筋の持続的緊張は、骨格筋の持続的緊張を増大し肩こりへと至る

[1]。つまり、この肩こりは、頸部、肩周辺の筋の緊張に由来するので[2]、肩・首筋の

負担として現れると考えられる。 

これらのことから、ピント調節力の低下により、近くの物へピントを合わせることが

困難となる。その結果として、目の疲れ、肩・首筋のこりや負担、目のかすみなどの愁

訴に繋がっていると考えられる。 

アスタキサンチンは、サケ、エビ、カニなどにみられる赤褐色のカロテノイドであり、

高い抗酸化能を持つことが知られている[3]。アスタキサンチンのピント調節能改善効

果については、毛様体筋の弛緩作用により調節力改善効果が発揮されたものと考えられ

る 2)。アスタキサンチンは、網膜毛細血管血流量の増加作用と毛様体における NF-κB

シグナル伝達系の抑制作用が報告されている[3,5]。網膜毛細血管血流の増加は、同じ血

管系から分岐する網膜中心動脈と毛様動脈においても起こっていると考えられ、毛様筋

への血流増加により栄養素や酸素などの供給を高めると考えられる。さらに毛様体に達

したアスタキサンチンは、毛様体での NF-κB シグナル伝達系による TNF-αの増加を

抑制し、毛様体筋機能低下を防ぐことが、ピント調節機能の改善の作用機序と考えられ
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る。 

シアニジン-3-グルコシドを含有するビルベリーエキス及び黒大豆種皮エキスは、ア

ントシアニンが豊富に含有されている。このアントシアニンには血管の弛緩作用や毛様

体筋の弛緩効果が知られている[6,7]。また、本試験と比較してより多いビルベリーエキ

スまたは、黒大豆種皮エキスの配合量で眼のピント調節機能に対する改善効果の報告が

複数されている[8,9,10]。抗酸化力により、目の疲れを緩和しピント調節能改善効果を

発揮しているものと考えられる。 

また、ビルベリーエキスは、目の網膜上に存在するロドプシンの再合成促進効果が報

告されており、その機能成分としては、黒大豆種皮エキスにも多く含有するシアニジン

-3-グルコシドが示唆されている[11,12]。ロドプシンの再合成促進によっても目の疲労

を緩和しピント調節能改善効果を発揮しているものと考えられる。 

DHA は、網膜の主要な脂質であるが、同時に毛様体の構成成分に寄与し、毛様体の

状態を健全に保つことが考えられる[13,14]。 

ルテインについては、黄斑部や水晶体で抗酸化作用を発揮することが報告されている

ように[15]、眼でのアスタキサンチンの抗酸化力を増強し、ピント調節力の改善効果を

示していることが考えられる。 

 

以上より、当該製品はアスタキサンチンと他の機能性関与成分（ルテイン・シアニジ

ン-3-グルコシド・DHA）が相加・相乗的に作用していると考えられる。臨床試験で改

善が認められた自覚症状のうち、「目のかすみ」｢肩や首筋がこる｣は、老視や眼精疲労

の諸症状として多く訴えられやすい QOL であり、ピント調節機能の改善により QOL

が向上したものと考えられる。当該臨床試験において、試験担当眼科医が確認し、慢性

的な眼精疲労の自覚症状を訴える疾病者は除外されており、これらの作用機序によって、

当該製品は眼の疲れを感じる中高年者に対して、ピント調節機能を改善し、さらに「肩・

首筋への負担」の自覚症状を改善させたと考えられる。 

【黄斑色素の増加】 

ルテインは、ヒトの視覚機能に重要な役割を担うことが知られている。ルテインは、

カロテノイドのうちのキサントフィルの一種で[16]、目の水晶体や、網膜の中心部にあ

る黄斑に多く存在する成分である。体内では合成されないため、黄斑色素は食事やサプ

リメントからの摂取に依存している[17]。食事から摂取したルテインは、カイロミクロ

ンに取り込まれ血中に入り、肝臓に取り込まれた後各臓器に送られる。血液中に複合体

ミセルとして存在しているルテインは、ヒト網膜のキサントフィル結合タンパク質

GSTP1 および StARD3 を介し、選択的に黄斑部へ送られ蓄積される[18]。このように、

特異的なメカニズムによって目の黄斑部に蓄積され、黄斑色素を形成している。 

実際に、ヒト試験においてルテインを摂取すると血中のルテイン量が用量依存的に増

える、黄斑色素の指標である網膜の「黄斑色素光学密度（MPOD）」を上昇させるとい

う報告がされている[19,20]。しかし、加齢により MPOD は減少することが国内外で報

告されている[21,22]。このことより、ルテインは特異的に黄斑部に蓄積されることで、
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年齢と共に減少する黄斑部の色素を増やす作用があると考えられる。 

 

【光刺激からの保護】 

ヒトは外界で散乱している光を角膜や水晶体で屈折させ、網膜に集めることで視覚を

得る。黄斑は、目に入る光が像を結ぶ場所であり、紫外線やブルーライトという高エネ

ルギーの刺激によりダメージを受ける。ルテインは、460nm 付近に吸収波長をもつた

め、黄斑部に到達する光（可視光の短波長光（400–500nm））の刺激を吸収・遮断する

ことができる[23]。また、ルテインは一重項酸素やラジカルの反応性を消失させる抗酸

化作用を有し、光の刺激によって発生する活性酸素を消去することが報告されている

[17]。このことより、黄斑部を光刺激から保護する働きがあると考えられる。 

  

 

【コントラスト感度の改善】 

コントラスト感度とは、日常生活における形態覚を定量的に表そうとしたものであり、

はっきりとした輪郭を持たず、しかも濃淡のはっきりしない模様を識別できる能力とも

いわれている[24]。コントラスト感度は黄斑中心窩の中心部分の機能の一つであり、コ

ントラスト感度が低下すると、モノの輪郭や色の濃淡が分かりにくくなり、ぼやけやか

すみを感じることがある[25]。コントラスト感度を低下させる原因としては、色収差と

呼ばれる色ずれや光の散乱が一因と考えられる[26]。黄斑色素を形成するルテインは、

短波長を吸収する働きにより、この色ずれや光の散乱を抑えることによってコントラス

ト感度を改善してぼやけを解消し、はっきりと見る力を助けると考えられる。実際にヒ

ト試験において、中心窩に近い MPOD とコントラスト感度には正の相関があることが

報告されている[27]。また、ルテインを摂取すると、血中ルテイン量の増加とともに「コ

ントラスト感度」の改善が見られた報告がある[28] 。 

 

以上より、ルテインは年齢と共に減少する黄斑部の色素を増加させることにより、

抗酸化作用や短波長光の吸収・遮断して光の刺激から保護し、コントラスト感度を改善

してぼやけを緩和しはっきりと見る力を助けることにより、目の調子を整えると考えら

れる。 
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